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令和４年度真庭市当初予算について

・当初予算編成の考え方

令和 4年度の当初予算は、市民一人ひとりが相互に尊重し合い、真の豊か

さを実感できる「共生社会の実現」を根底に位置付け、ポストコロナ時代の

変革を見据えながら、人口減少による社会的影響を克服し、真庭市の地域価

値を高めて、永続的な地域発展を目指すための予算編成としました。

その観点から市政推進の 5本柱とする「安全・安心で魅力的な地域づくり」、

「力強い循環型の地域経済づくり」、「持続可能な真庭の環境づくり」、「夢あ

る子育て、『ひと』づくりと豊かな文化づくり」及び「行政・地域経営の推進

（ｄＸ）」に重点を置き、「ＳＤＧｓ未来杜市」として全ての人が存在感を持

って輝く「真庭ライフスタイル」の実現に向けて取り組んでいきます。

一方、今後も市税収入の減少傾向が続く中、一般財源の確保が困難な状況

に加え、少子高齢化に伴う社会保障関係経費の増加等により、今後の財政運

営は一層厳しさを増すものと見込んでいます。

このことから、国・県補助や民間資金の活用等、あらゆる歳入確保策を講

じるとともに、持続的に健全な財政運営を行っていくための予算編成を行い

ました。

・全会計予算規模

一般会計及び 8の特別会計、3の企業会計の全会計を合わせた令和 4年度

当初予算の規模は、525 億 5,138 万 7 千円で、前年度比 2億 9,370 万 2 千円、

0.6％の増となっています。

一般会計当初予算額 32,356,000 千円

特別会計当初予算額 12,657,438 千円

企業会計当初予算額 7,537,949 千円

格）額合計 52,551,387 千円

全会計予算規模（総額 526 億円）

一般会計
324億円

特別会計
127億円

企業会計
75億円
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1 令和 4 年度真庭市一般会計予算

(1) 予算規模

令和 4 年度の一般会計の予算額は、323 億 5,600 万円で、前年度比、8 億

600 万円、2.6％の増となっています。

主な要因は、蒜山自然広場整備事業等の大型事業に加えて、新型コロナウ

イルス予防接種事業や真庭おうえんクーポン券事業等の新型コロナウイルス

感染症対策によるものです。

(2) 歳入

歳入予算の特徴としては、市税では、新型コロナウイルス感染症に伴う減

免措置の終了及び家屋新築等による固定資産税の増加等により、前年度比

2,370 万 5 千円、0.5％増の 50 億 6,573 万 6 千円を計上しています。

国庫支出金では、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金及び

予防接種体制確保事業補助金の増等により、前年度比 6億 2,645 万 4 千円、

25.8％増の 30 億 5,104 万円を計上しています。

繰入金では、ふるさと納税寄附者の意向を反映した事業に充てるためのふ

るさと真庭応援基金繰入金 2億 639 万 6 千円、森林環境譲与税を原資とした

森林林業・木材産業活性化基金繰入金 1億 5,366 万 7 千円、公共施設の長寿

命化事業や未利用施設の解体事業等に充てるための公共施設整備等基金繰入

金 1億 6,832 万 9 千円等を計上しています。

また、一般財源不足を補うため、財政調整基金繰入金 9億 1,770 万円を計

上し、繰入金総額では、前年度比2,520 万 6千円、1.7％増の15億 1,542 万 4

千円を計上しています。

一般会計当初予算額推移
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市債では、学校給食施設整備事業の減に伴う過疎対策事業債の減等により、

前年度比5億 5,360 万円、11.4％減の43億 1,670 万円を計上しています。

歳入割合の推移（億円）

歳入の構成割合
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(3) 歳出

ア 目的別

歳出の目的別の主なものは、民生費では、子どもの放課後居場所確保事業

の増等により、前年度比 1億 9,643 万 9 千円、2.6％増の 77 億 9,395 万 1 千

円を計上しています。

衛生費では、新型コロナウイルス予防接種事業の増等により、前年度比 3

億 7,364 万 7 千円、9.4％増の 43 億 4,533 万 9 千円を計上しています。

商工費では、蒜山サテライトオフィス整備事業及び真庭おうえんクーポン

券事業の増等により、前年度比 3億 5,098 万 1 千円、43.6％増の 11 億 5,673

万 8 千円を計上しています。

教育費では、学校給食施設整備事業の減等により、前年度比 5億 199 万 2

千円、12.2％減の 35 億 9,779 万 9 千円を計上しています。

歳出目的別予算割合の推移（億円）
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イ 性質別

歳出の性質別の主なものは、義務的経費では、人件費が人事院勧告に伴う

期末手当の減等により、前年度比2,050 万 5千円、0.3％減の 68億 5,312 万 1

千円を計上しています。公債費では、過去に実施した大型事業の地方債元金

の償還開始により、前年度比 2億 5,607 万 1 千円、6.0％増の 45 億 2,896 万

2 千円を計上しています。義務的経費総額では、前年度比 2億 6,053 万 6 千

円、1.8％増の 143 億 7,863 万 3 千円を計上しています。

消費的経費では、物件費が新型コロナウイルス予防接種事業及びｄＸ・デ

ジタル化関連事業の増等により、前年度比 7億 643 万 8 千円、15.4％増の 52

億7,896万5千円を計上しています。消費的経費総額では、前年度比8億5,818

万 3 千円、9.0％増の 104 億 3,452 万 8 千円を計上しています。

投資的経費では、普通建設事業費が学校給食施設整備事業の減等により、

前年度比 4億 391 万 9 千円、8.1％減の 45 億 7,647 万 2 千円を計上していま

す。投資的経費総額では、前年度比 4億 452 万円、8.1％減の 46 億 2,029 万

1 千円を計上しています。

その他の区分では、予期せぬ状況変化に備え、新型コロナウイルス感染症

等に迅速かつ的確に対応するため、前年度に引き続き予備費を 3億円計上し

ています。

歳出（目的別）の構成割合
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歳出性質別予算割合の推移（億円）

歳出（性質別）の構成割合
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2 令和 4 年度真庭市国民健康保険特別会計予算

歳入の主なものは、国民健康保険税 8億 84 万 1 千円、県支出金 39 億 2,430

万 2 千円、一般会計繰入金 4億 3,318 万 9 千円、繰越金 1,000 万円、諸収入

1,524 万 5 千円を計上しています。

歳出の主なものは、総務費 1 億 3,512 万 1 千円、保険給付費 38 億 6,195

万 8 千円、国保事業費納付金 11 億 839 万 9 千円、保健事業費 5,403 万 7 千円、

諸支出金 1,600 万円、予備費 1,000 万円を計上しています。

これらにより、歳入歳出予算の総額は、それぞれ 51 億 8,604 万 3 千円とな

り、前年度比 2,881 万 4 千円、0.6％の増となっています。これは、主に歳入

は県支出金、歳出は総務費の増によるものです。

3 令和 4 年度真庭市後期高齢者医療特別会計予算

歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料 5億 3,557 万 2 千円、一般会計

繰入金 2億 6,599 万 1 千円、諸収入 2,803 万 2 千円を計上しています。

歳出の主なものは、総務費 7,401 万 3 千円、後期高齢者医療広域連合納付

金 7億 5,469 万 2 千円を計上しています。

これらにより、歳入歳出予算の総額は、それぞれ 8億 2,966 万 7 千円とな

り、前年度比 6,586 万 9 千円、8.6％の増となっています。これは、主に歳入

は後期高齢者医療保険料、歳出は広域連合納付金の増によるものです。

4 令和 4 年度真庭市介護保険特別会計予算

歳入の主なものは、保険料 11 億 3,281 万 8 千円、国庫支出金 15 億 8,841

万 9 千円、支払基金交付金 16 億 3,112 万 8 千円、県支出金 8 億 8,063 万 3

千円、一般会計繰入金 9億 9,329 万 6 千円を計上しています。

歳出の主なものは、総務費 1 億 6,639 万 9 千円、保険給付費 58 億 6,873

万 6 千円、地域支援事業費 2億 8,357 万 7 千円を計上しています。

これらにより、歳入歳出予算の総額は、それぞれ 63 億 6,984 万 2 千円とな

り、前年度比 4,703 万 4 千円、0.7％の減となっています。これは、主に保険

給付費の減によるものです。

5 令和 4 年度真庭市介護保険特別会計(介護サービス事業勘定)予算

歳入の主なものは、サービス収入 2,174 万 4 千円、一般会計繰入金 2,813

万 9 千円を計上しています。

歳出は、居宅介護支援事業人件費 4,466 万 1 千円、居宅介護支援事業費 622

万 8 千円を計上しています。

これらにより、歳入歳出予算の総額は、それぞれ 5,088 万 9 千円となり、

前年度比 19 万 3 千円、0.4％の減となっています。
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6 令和 4 年度真庭市浄化槽事業特別会計予算

歳入の主なものは、使用料及び手数料 513 万 5 千円、一般会計繰入金 4,975

万 2 千円を計上しています。

歳出の主なものは、総務管理費 2,221 万 8 千円、公債費 3,307 万 2 千円を

計上しています。

これらにより、歳入歳出予算の総額は、それぞれ 5,539 万円となり、前年

度比 697 万 9 千円、11.2％の減となっています。これは、平成 29 年度より市

設置浄化槽の個人への譲渡が始まり、令和 6年度の譲渡完了まで市の管理す

る浄化槽が毎年減ることによるものです。

7 令和 4 年度真庭市津黒高原観光事業特別会計予算

歳入の主なものは、一般会計繰入金 3,344 万 7 千円を計上しています。

歳出の主なものは、津黒高原荘等経常管理費 1,940 万 8 千円、津黒高原荘

等改修事業 1,204 万 5 千円を計上しています。

これらにより、歳入歳出予算の総額は、それぞれ 3,354 万 7 千円となり、

前年度比 1,390 万 3 千円、70.8％の増となっています。これは、主に津黒高

原荘等改修事業の増によるものです。

8 令和 4 年度真庭市クリエイト菅谷事業特別会計予算

歳入では、一般会計繰入金 2,068 万 8 千円を計上しています。

歳出では、クリエイト菅谷経常管理費 802 万 7 千円、クリエイト菅谷改修

事業 1,266 万 1 千円を計上しています。

これらにより、歳入歳出予算の総額は、それぞれ 2,068 万 8 千円となり、

前年度比 1,315 万 2 千円、174.5%の増となっています。

これは、主にクリエイト菅谷改修事業の増によるものです。

9 令和 4 年度真庭市温泉事業特別会計予算

歳入の主なものは、配湯使用料 8,645 万 8 千円、一般会計繰入金 1,874 万

5 千円、事業収入 203 万円を計上しています。

歳出の主なものは、一般管理費 4,710 万 9 千円、足温泉管理費 2,085 万 7

千円、湯本温泉館費 4,049 万 8 千円、温泉加工施設費 190 万 8 千円を計上し

ています。

これらにより、歳入歳出予算の総額は、それぞれ 1億 1,137 万 2 千円とな

り、前年度比 868 万 2 千円、7.2％の減となっています。これは、主に湯本温

泉館の備品購入費の減によるものです。

-10-



10 令和 4年度真庭市水道事業会計予算

(1) 「収益的収入及び支出」

ア 収益的収入では、営業収益 9億 150 万 3 千円、営業外収益 4億 3,987

万9千円、特別利益2千円を計上し、水道事業収益の総額は、13億4,138

万 4 千円となっています。

イ 収益的支出では、営業費用 10 億 8,096 万 9 千円、営業外費用 1 億

4,721 万 1 千円、特別損失 260 万円、予備費 1,500 万円を計上し、水

道事業費用の総額は、12 億 4,578 万円となっています。

(2) 「資本的収入及び支出」

ア 資本的収入では、企業債 1億 5,190 万円、負担金 2億 8,943 万 6 千

円、他会計補助金 5,069 万 8 千円を計上し、資本的収入の総額は 4億

9,203 万 4 千円となっています。

イ 資本的支出では、建設改良費 2億 9,627 万 4 千円、企業債償還金 7

億 6,314 万 6 千円、基金積立金 1千円を計上し、資本的支出の総額は、

10 億 5,942 万 1 千円となっています。建設改良費の主なものは、老朽

管改良工事です。

なお、資本的収入額が、資本的支出額に対して不足する額 5億 6,738

万 7 千円は、当年度及び過年度分損益勘定留保資金、当年度分消費税

及び地方消費税資本的収支調整額、減債積立金及び建設改良積立金で

補てんしています。

11 令和 4年度真庭市下水道事業会計予算

(1) 「収益的収入及び支出」

ア 収益的収入では、営業収益 3億 6,406 万円、営業外収益 13 億 9,255

万 7 千円を計上し、下水道事業収益の総額は、17 億 5,661 万 7 千円と

なっています。

イ 収益的支出では、営業費用 16 億 1,400 万 3 千円、営業外費用 1 億

4,131 万 4 千円、特別損失 30 万円、予備費 100 万円を計上し、下水道

事業費用の総額は、17 億 5,661 万 7 千円となっています。

(2) 「資本的収入及び支出」

ア 資本的収入では、企業債 4億 2,000 万円、出資金 2,053 万 5 千円、

補助金 6億 2,394 万 4 千円、負担金及び分担金 1億 9,915 万 4 千円、

基金繰入金 4,000 万円を計上し、資本的収入の総額は、13 億 363 万 3

千円となっています。

イ 資本的支出では、建設改良費 8億 7,121 万 8 千円、企業債償還金 9

億 4,745 万 5 千円を計上し、資本的支出の総額は、18 億 1,867 万 3 千
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円となっています。建設改良費の主なものは、公共下水道久世・落合

地区の管渠工事、久世浄化センター改築更新事業及び農業集落排水宮

地地区の管路更新工事です。

なお、資本的収入額が、資本的支出額に対して不足する額 5億 1,504

万円は、当年度分損益勘定留保資金で補てんしています。

12 令和 4年度真庭市国民健康保険湯原温泉病院事業会計予算

(1) 「収益的収入及び支出」

ア 収益的収入のうち病院事業収益の主なものは、医業収益 10 億 8,439

万 6 千円、通所・訪問リハビリテーション収益 4,000 万円、訪問看護

ステーション収益 2,800 万円、居宅介護支援事業収益 600 万円を計上

しています。

医業外収益では、県補助金 4,187 万円、他会計補助金 2億 7,117 万

2 千円、その他医業外収益 590 万円、長期前受金戻入 2,882 万 7 千円、

雑収入ほかで 458 万円とし、医業外収益総額で 3億 5,234 万 9 千円を

計上し、病院事業収益の総額は、15 億 1,074 万 5 千円となっています。

イ 収益的支出のうち病院事業費用の主なものは、医業費用 13 億 6,336

万 5 千円、通所・訪問リハビリテーション費用 3,908 万 3 千円、訪問

看護ステーション費用 2,728 万 8 千円、居宅介護支援事業費用 966 万

6 千円を計上しています。

医業外費用では、企業債利息 1,959 万 9 千円、雑支出 4,210 万円、

患者外給食材料費ほかで 764 万 4 千円を計上し、医業外費用総額は、

6,934 万 3 千円となっています。

また、予備費に200万円を計上し、病院事業費用の総額は、15億1,074

万 5 千円となっています。

(2) 「資本的収入及び支出」

ア 資本的収入では、出資金 6,866 万 2 千円、企業債 3,360 万円を計上

し、資本的収入の総額は、1億 226 万 2 千円となっています。

イ 資本的支出では、資産購入費で医療機器等の購入費 3,966 万円、企

業債償還金1億705万3千円を計上し、資本的支出の総額は、1億4,671

万 3 千円となっています。

なお、資本的収入額が、資本的支出額に対して不足する額 4,445 万

1 千円は、過年度分損益勘定留保資金で補てんしています。
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令和４年度当初予算　会計別集計表

会　　計　　名
令和４年度
予算額

令和３年度
予算額

比較 増減比

一　般　会　計 32,356,000 31,550,000 806,000 2.6

国民健康保険特別会計 5,186,043 5,157,229 28,814 0.6

後期高齢者医療特別会計 829,667 763,798 65,869 8.6

介護保険特別会計 6,369,842 6,416,876 △ 47,034 △ 0.7

介護保険特別会計
(介護サ－ビス事業勘定)

50,889 51,082 △ 193 △ 0.4

浄化槽事業特別会計 55,390 62,369 △ 6,979 △ 11.2

津黒高原観光事業特別会計 33,547 19,644 13,903 70.8

クリエイト菅谷事業特別会計 20,688 7,536 13,152 174.5

温泉事業特別会計 111,372 120,054 △ 8,682 △ 7.2

特別会計合計 12,657,438 12,598,588 58,850 0.5

水道事業会計 2,305,201 2,524,247 △ 219,046 △ 8.7

下水道事業会計 3,575,290 3,847,821 △ 272,531 △ 7.1

国民健康保険湯原温泉
病院事業会計

1,657,458 1,737,029 △ 79,571 △ 4.6

公営企業会計合計 7,537,949 8,109,097 △ 571,148 △ 7.0

合　　　　　　計 52,551,387 52,257,685 293,702 0.6

　　　（単位：千円,％）
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令和４年度　一般会計歳入の状況

（単位：千円,％）

令和４年度
予算額

構成比
令和３年度

予算額
増減額 増減率

8,157,793 25.2 8,134,373 23,420 0.3

市税 5,065,736 15.7 5,042,031 23,705 0.5

分担金及び負担金 187,247 0.6 208,692 △ 21,445 △ 10.3

使用料及び手数料 324,308 1.0 326,639 △ 2,331 △ 0.7

財産収入 187,780 0.6 186,209 1,571 0.8

寄附金 260,944 0.8 221,350 39,594 17.9

繰入金 1,515,424 4.6 1,490,218 25,206 1.7

繰越金 200,000 0.6 200,000 0 0.0

諸収入 416,354 1.3 459,234 △ 42,880 △ 9.3

24,198,207 74.8 23,415,627 782,580 3.3

地方譲与税 414,978 1.3 351,246 63,732 18.1

利子割交付金 3,500 0.0 4,600 △ 1,100 △ 23.9

配当割交付金 22,600 0.1 21,100 1,500 7.1

株式等譲渡所得割交付金 32,100 0.1 19,800 12,300 62.1

法人事業税交付金 83,900 0.3 53,500 30,400 56.8

地方消費税交付金 954,400 2.9 953,000 1,400 0.1

ゴルフ場利用税交付金 23,500 0.1 20,200 3,300 16.3

環境性能割交付金 24,000 0.1 28,400 △ 4,400 △ 15.5

地方特例交付金 21,600 0.1 72,234 △ 50,634 △ 70.1

地方交付税 13,679,000 42.3 13,078,000 601,000 4.6

交通安全対策特別交付金 3,600 0.0 3,800 △ 200 △ 5.3

国庫支出金 3,051,040 9.4 2,424,586 626,454 25.8

県支出金 1,567,289 4.8 1,514,861 52,428 3.5

市債 4,316,700 13.3 4,870,300 △ 553,600 △ 11.4

32,356,000 100.0 31,550,000 806,000 2.6

【一般・特定財源区分】 （単位：千円,％）

令和４年度
予算額

構成比
令和３年度

予算額
増減額 増減率

22,195,614 68.7 21,907,179 288,435 1.3

市税 5,065,736 15.7 5,042,031 23,705 0.5

地方譲与税 414,978 1.3 351,246 63,732 18.1

利子割交付金 3,500 0.0 4,600 △ 1,100 △ 23.9

配当割交付金 22,600 0.1 21,100 1,500 7.1

株式等譲渡所得割交付金 32,100 0.1 19,800 12,300 62.1

法人事業税交付金 83,900 0.3 53,500 30,400 56.8

地方消費税交付金 954,400 2.9 953,000 1,400 0.1

ゴルフ場利用税交付金 23,500 0.1 20,200 3,300 16.3

環境性能割交付金 24,000 0.1 28,400 △ 4,400 △ 15.5

地方特例交付金 21,600 0.1 72,234 △ 50,634 △ 70.1

地方交付税 13,679,000 42.3 13,078,000 601,000 4.6

交通安全対策特別交付金 3,600 0.0 3,800 △ 200 △ 5.3
繰入金（財政調整基金･特別会計） 917,700 2.8 1,074,568 △ 156,868 △ 14.6

繰越金 200,000 0.6 200,000 0 0.0

市債（臨時財政対策債） 749,000 2.3 984,700 △ 235,700 △ 23.9

10,160,386 31.3 9,642,821 517,565 5.4

分担金及び負担金 187,247 0.6 208,692 △ 21,445 △ 10.3

使用料及び手数料 324,308 1.0 326,639 △ 2,331 △ 0.7

財産収入 187,780 0.6 186,209 1,571 0.8

寄附金 260,944 0.8 221,350 39,594 17.9

国庫支出金 3,051,040 9.4 2,424,586 626,454 25.8

県支出金 1,567,289 4.8 1,514,861 52,428 3.5

繰入金 597,724 1.8 415,650 182,074 43.8

諸収入 416,354 1.3 459,234 △ 42,880 △ 9.3

市債 3,567,700 11.0 3,885,600 △ 317,900 △ 8.2

32,356,000 100.0 31,550,000 806,000 2.6

【自主・依存財源区分】

区         分

自主財源

依存財源

合　　　　　計

区         分

一般財源

特定財源

合　　　　　計
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令和４年度　一般会計歳出の状況

【目的別】 （単位：千円,％）
令和４年度
予算額

構成比
令和３年度

予算額
増減額 増減率

247,538 0.8 247,977 △ 439 △ 0.2

3,539,915 10.9 3,593,864 △ 53,949 △ 1.5

7,793,951 24.1 7,597,512 196,439 2.6

4,345,339 13.4 3,971,692 373,647 9.4

0 0.0 0 0 －

1,832,941 5.7 1,712,203 120,738 7.1

1,156,738 3.6 805,757 350,981 43.6

2,704,389 8.4 2,694,292 10,097 0.4

1,507,528 4.7 1,516,861 △ 9,333 △ 0.6

3,597,799 11.1 4,099,791 △ 501,992 △ 12.2

43,819 0.1 44,420 △ 601 △ 1.4

4,528,962 14.0 4,272,891 256,071 6.0

757,081 2.3 692,740 64,341 9.3

300,000 0.9 300,000 0 0.0

32,356,000 100.0 31,550,000 806,000 2.6

（単位：千円,％）
令和４年度
予算額

構成比
令和３年度

予算額
増減額 増減率

14,378,633 44.5 14,118,097 260,536 1.8

人件費 6,853,121 21.2 6,873,626 △ 20,505 △ 0.3

扶助費 2,996,550 9.3 2,971,580 24,970 0.8

公債費 4,528,962 14.0 4,272,891 256,071 6.0

10,434,528 32.3 9,576,345 858,183 9.0

物件費 5,278,965 16.3 4,572,527 706,438 15.4

維持補修費 599,005 1.9 570,684 28,321 5.0

補助費等 4,556,558 14.1 4,433,134 123,424 2.8

4,620,291 14.2 5,024,811 △ 404,520 △ 8.1

普通建設事業費 4,576,472 14.1 4,980,391 △ 403,919 △ 8.1

災害復旧事業費 43,819 0.1 44,420 △ 601 △ 1.4

失業対策事業費 0 0.0 0 0 －

2,922,548 9.0 2,830,747 91,801 3.2

投資及び出資金 0 0.0 2,056 △ 2,056 △ 100.0

積立金 757,073 2.3 692,704 64,369 9.3

貸付金 22,220 0.1 24,260 △ 2,040 △ 8.4

繰出金 1,843,255 5.7 1,811,727 31,528 1.7

予備費 300,000 0.9 300,000 0 0.0

32,356,000 100.0 31,550,000 806,000 2.6

区         分

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金

予備費

合　　　　　計

【性質別】

区         分

義務的経費

消費的経費

投資的経費

その他

合　　　　計
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（単位：千円）

01 新型コロナウイルス感染症への対応

○ 新型コロナウイルス予防接種事業 【拡充】 232,123 

○ 真庭おうえんクーポン券事業 【新規】 161,017 

○ 真庭おもいやり事業 19,498 

○ 小学校施設整備事業（トイレ改修） 50,446 

02 安全・安心で魅力的な地域づくり

○ 北房分署庁舎整備事業 197,952 

○ 家屋等被害対策大径広葉樹伐採支援事業 【拡充】 3,000 

○ ふるさと納税推進事業 【拡充】 141,021 

○ 交流・定住推進事業 【拡充】 30,630 

○ 集落支援員設置事業 【拡充】 20,020 

○ 観光地域づくり推進事業 【新規】 6,514 

03 力強い循環型の地域経済づくり

○ 蒜山サテライトオフィス整備事業 【新規】 223,430 

○ 観光地域グランドデザイン事業 【新規】 9,462 

○ 地域資源を活用した伝統工芸アップデート支援事業 【新規】 3,799 

○ 価値創造型伴走支援事業 5,000 

○ 持続可能な林業推進事業 【新規】 7,897 

○ 木材活用リノベーション事業 【拡充】 15,500 

○ 省エネ・新築木造住宅補助事業 【拡充】 27,220 

○ 地域林業の担い手サポート事業 【新規】 2,618 

○ 有害鳥獣対策事業 121,320 

○ 中山間地域農業支援員サポート事業 【新規】 1,067 

○ 農業機械及びスマート農業機械等整備支援事業 【新規】 8,000 

令和４年度当初予算 主要事業
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（単位：千円）

04 持続可能な真庭の環境づくり

○ 地域エネルギー100％のまちづくり推進事業 【新規】 5,500 

○ 2050カーボンニュートラルまにわ構築事業 4,937 

○ 生ごみ等資源化施設整備事業 1,332,685 

○ バイオ液肥濃縮施設整備事業 【新規】 27,498 

○ 蒜山自然広場整備事業 【新規】 299,296 

○ 落合川東公園整備事業 【新規】 12,372 

○ 蒜山ビュースポット整備事業 【新規】 13,299 

○ 久世北町公園あり方検討事業 【新規】 798 

○ 道路環境整備事業 【新規】 11,310 

05 夢ある子育て「ひと」づくりと豊かな文化づくり

○ 障がい者・児発達発育支援センター事業 【新規】 13,174 

○ 高齢者保健・介護予防一体的事業 【新規】 10,333 

○ ささえあい訪問事業（介護保険特別会計） 【新規】 1,920 

○ 子どもの放課後居場所確保事業 74,558 

○ 高校魅力化推進事業 【拡充】 30,284 

○ 旧遷喬尋常小学校校舎整備・活用事業 【拡充】 11,032 

○ ミュージアム展示企画事業 【拡充】 10,752 

○ 荒木山西塚古墳発掘調査事業 【新規】 5,140 

○ 馬術振興事業 【拡充】 5,999 

○ 林業・木材・木造建築教育・研究ゾーン構想推進事業 2,000 

06 行政・地域経営の推進（ｄＸ）

○ ｄＸ推進事業 【新規】 13,755 

○ 公文書電子化・オンライン申請調査事業 【新規】 4,180 

○ キャッシュレス・市民ポイント推進事業 【新規】 9,900 

○ 産業プラットフォーム事業 【新規】 9,350 

○ 幼児教育施設ＩＣＴ化推進事業 【新規】 4,855 

○ 学びのデジタル化推進事業 【拡充】 33,329 

○ 老朽化施設除却事業 154,481 
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主要事業の概要
01 新型コロナウイルス感染症への対応

（健康推進課） 232,123千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

231,403 0 720 0 

（産業政策課） 161,017千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

161,017 0 0 0 

（産業政策課） 19,498千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

19,498 0 0 0 

（教育総務課） 50,446千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 50,400 0 46 

02 安全・安心で魅力的な地域づくり

（消防本部総務課） 197,952千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 184,700 0 13,252 

（林業・バイオマス産業課） 3,000千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 0 3,000 

新型コロナウイルス予防接種事業

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、ワクチン接種を実施

・市内医療機関での個別接種と集団接種や、コールセンターの運営経費

真庭おうえんクーポン券事業

・コロナ禍で落ち込んだ市内消費の喚起と物価上昇に対する市民生活を支援

・1世帯あたり5,000円分のクーポン券を配布（住民税非課税世帯には10,000円分を追加）

真庭おもいやり事業

・コロナ禍で落ち込んだ市内消費の喚起と事業者を支援

小学校施設整備事業（トイレ改修）

・感染リスク低減のため、学校トイレ設備の改修を実施（手洗等の非接触化、抗菌便座設置）

・設計12校、工事5校

北房分署庁舎整備事業

・老朽化した消防北房分署庁舎を市南部の地域防災の拠点として整備し、消防体制の充実強化を図る

・令和3年度から継続して実施しており、令和4年度は建築工事等を行う

家屋等被害対策大径広葉樹伐採支援事業

・人身や家屋等に直接被害を与えるおそれのある危険木の伐採経費の1/3を補助（限度額30万円）

・市内在住、在勤者が市外の家族、友人等に真庭産品を送る際に3割引きで購入できるよう、割引相

 当額を事業者に補助
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（交流定住推進課） 141,021千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 105,225 35,796 

（交流定住推進課） 30,630千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 7,000 23,630 

（交流定住推進課） 20,020千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 0 20,020 

（産業政策課） 6,514千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 0 6,514 

03 力強い循環型の地域経済づくり

（産業政策課） 223,430千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

173,600 47,700 0 2,130 

（産業政策課） 9,462千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

4,731 0 0 4,731 

ふるさと納税推進事業

・年間寄附目標2億5千万円に向けて、特産品の魅力アップのための研修会等を新たに実施

・積極的にふるさと納税を活用している地域をＰＲし、地域の自主財源を確保し、自立を目指す

交流・定住推進事業

・交流から移住、定住につなげ、関係人口の増大を図るため各種事業を展開

・真庭なりわい塾、市内SDGs交流、小中高校での聞き書き、山村留学調査、森の日事業等を実施

集落支援員設置事業

・地域自治振興拠点や邑づくり会議等に集落支援員を配置し、課題解決に向けた企画立案等を実施

・子どもたちのキャリア形成につながる郷育活動や、高校魅力アップに向けた活動を実施

観光地域づくり推進事業

・北房の「学びの里づくり」実現のため、ホタルや古墳など学びにつながる公園整備の構想を策定

蒜山サテライトオフィス整備事業

・都市部企業と市内企業とのマッチング、進出企業に対する支援を実施

観光地域グランドデザイン事業

・会議の成果をもとに、統一感のある看板やマップを作成

・勝山の「美しい景観の町並み」を100年先につなげるため、地域と共に語り合う場、学ぶ場を設

 けて、行動を起こす気運醸成を図る

・コロナ禍で注目されている地方での働き方やテレワーク等新しい滞在メニューの拠点施設として、

 蒜山にサテライトオフィスを整備

・蒜山の施設や自然文化などの見どころをつなぎ、エリアの魅力向上に向けた「地域デザイン会議」

 を開催
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（産業政策課） 3,799千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

1,899 0 0 1,900 

（産業政策課） 5,000千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

2,500 0 0 2,500 

（林業・バイオマス産業課） 7,897千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 7,897 0 

（林業・バイオマス産業課） 15,500千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 15,500 0 

（林業・バイオマス産業課） 27,220千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 27,220 0 

（林業・バイオマス産業課） 2,618千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 1,890 728 

地域資源を活用した伝統工芸アップデート支援事業

・地域資源や文化を持続可能にする仕組みを構築し、伝統工芸の担い手確保を目指す

価値創造型伴走支援事業

・「GREENable」ブランドを活用し、地域資源をいかした新商品、新サービスの開発を伴走支援

・ニーズ調査、ワークショップ開催、試作品の製作、商品の製造販売等を支援

持続可能な林業推進事業

・森林循環に必要な再造林を促進するため、コスト検証や効率的な施業方法の検討、植栽実証を実施

木材活用リノベーション事業

・建築物木材利用促進協定を締結した場合は上限を50万円にかさ上げ

省エネ・新築木造住宅補助事業

・真庭産木材を一定量使用した新築木造住宅に補助（1戸あたり60万円）

・ZEH（ネット･ゼロ･エネルギー･ハウス）の認定を受けたものは1戸あたり30万円を上乗せ

地域林業の担い手サポート事業

・伝統工芸などの地域産品について、都市部住民をひきつけるデザイン、販売体制や情報発信手法を

 検討

・市内林業事業体の長期で安定した事業量確保と経営安定化を目指し、市有林において複数年契約を

 可能とする「樹木採取権制度」の実証を行う

・真庭産木材を材料として10万円以上使用した建物のリノベーション、ウッドデッキや倉庫の新設

 等に補助（木材購入経費の1/2、上限30万円）

・担い手確保を目指し、市内の林業木材関連事業者で長期実習、研修する者に対し、居住費や交通費

 等として1カ月最大8万円を支給

・新規就業者を雇用した市内の林業木材関連事業者に対し、資格取得費用や技能習得のための研修費

 用等を支給（対象経費の2分の1、1事業者15万円/年を限度）
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（農業振興課） 121,320千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

45,858 0 1,000 74,462 

（農業振興課） 1,067千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

968 0 0 99 

（農業振興課） 8,000千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

2,400 0 0 5,600 

04 持続可能な真庭の環境づくり

（林業・バイオマス産業課） 5,500千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 5,500 0 

（環境課） 4,937千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

700 0 1,046 3,191 

有害鳥獣対策事業

・イノシシ、サル、シカなどの有害鳥獣被害に対し、４つの対策を柱として事業を推進

 ①駆除により個体数を減らす抜本的な解決策としての「攻め」の対策

 ②一団の農地や集落全体を電気柵やワイヤーメッシュ等で囲む「守り」の対策

 ③傷害保険や狩猟者登録、狩猟免許取得に必要な経費を補助する「ソフト」対策

 ④ジビエカー活用により、高校でのジビエ教育、真庭産ジビエの普及を促進する「活かす」対策

中山間地域農業支援員サポート事業

農業機械及びスマート農業機械等整備支援事業

地域エネルギー100％のまちづくり推進事業

・内閣府の「グリーン専門人材」派遣制度を活用し、専門知識を有する企業チームを招へい

・再生可能エネルギー導入や脱炭素社会実現に向けた政策立案を支援

2050カーボンニュートラルまにわ構築事業

・海ごみゼロ、環境に優しい賢い選択「クールチョイス」の普及啓発イベントを実施

・高齢化による労働力不足等が課題となっている集落において、中山間地域等直接支払制度に取り組

 む集落協定を持続的に確保するため、専門的知見を持った農業支援員を配置

・令和4年度は美甘地区をモデルとして、スマート農機活用、集落協定の広域化、管理作業等の外注

 化等、必要な体制構築を支援

・認定農業者や集落営農組織等を対象に、トラクターやコンバインなど農業機械（30万円以上）の

 導入経費を補助（1/6以内、上限80万円）

・ドローン、ラジコン草刈機などのスマート農業機械（50万円以上）導入の場合は、個人1/3以内、

 団体1/2以内、共同購入1/2以内を補助（上限：個人団体100万円、共同購入200万円）

・2050年カーボンニュートラル実現を目指して、市民と共に省エネ、再生可能エネルギー導入、脱

 炭素型ライフスタイルを検討し、地球温暖化対策実行計画を策定
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（環境課） 1,332,685千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

321,228 1,009,000 2,397 60 

（農業振興課） 27,498千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 26,500 0 998 

（スポーツ・文化振興課） 299,296千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 298,200 0 1,096 

（産業政策課） 12,372千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

12,372 0 0 0 

（産業政策課） 13,299千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

13,299 0 0 0 

（都市住宅課） 798千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 0 798 

（建設課） 11,310千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 0 11,310 

生ごみ等資源化施設整備事業

・生ごみ、し尿等を肥料に資源化し、ごみの減量化を目指す資源化施設の建設工事 

バイオ液肥濃縮施設整備事業

・散布効率を向上させ、農業者の負担軽減につなげるため、バイオ液肥を濃縮加工する施設の設計

蒜山自然広場整備事業

・蒜山高原スポーツ公園内ミニゴルフ場跡地を自然との共生を図る広場として整備

・シェアキッチン等を備えた休憩施設、くつろぎの東屋、クロスカントリーコース、遊具等を整備

落合川東公園整備事業

蒜山ビュースポット整備事業

久世北町公園あり方検討事業

道路環境整備事業

・市民による道路愛護活動を報奨金交付により推進し、地域での「しごと」として小さな稼ぎを創出

・除草作業をする市道延長10ｍごとに200円を交付（年度2回を上限）

・旭川りんくるラインの拠点として、公園の魅力アップや地域間連携を図るため、落合川東公園の景

 観整備構想を策定し、東屋を再建

・GREENableHIRUZENを拠点としたサイクリングなどのアクティビティを充実させるため、林道川

 上1号線のサイクリングコースに蒜山三座や大山が一望できるビュースポットを整備

・老朽化対策や防災公園としての多機能化が課題となっている久世北町公園について、市民と共に今

 後の公園のあるべき姿を検討
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05 夢ある子育て「ひと」づくりと豊かな文化づくり

（福祉課） 13,174千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

4,344 0 0 8,830 

（高齢者支援課） 10,333千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 10,256 77 

（高齢者支援課） 1,920千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

720 0 518 682 

（子育て支援課） 74,558千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

42,032 30,800 0 1,726 

（教育総務課） 30,284千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

9,000 0 12,281 9,003 

（スポーツ・文化振興課） 11,032千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

7,127 0 0 3,905 

障がい者・児発達発育支援センター事業

・障がい者･児発達発育支援センターを久世保健福祉会館に設置し、常駐の専門職員を配置

高齢者保健・介護予防一体的事業

・後期高齢者の健康を守るため、医療専門職が健診データ等を基に健康相談、保健指導を実施

・医療専門職が集いの場等に出向き、健康相談やフレイル予防を中心とした健康教室を一体的に実施

ささえあい訪問事業（介護保険特別会計）

子どもの放課後居場所確保事業

・放課後児童クラブの施設を学校敷地内に整備し、安全で快適な環境を実現

高校魅力化推進事業

・市内高校に市からマイスターハイスクールCEOを派遣し、魅力的なカリキュラム編成を支援

・郷育魅力化コーディネーターが高校と地域をつなぎ､地域の課題解決を通じた探究的学びの場を創出

旧遷喬尋常小学校校舎整備・活用事業

・発達や発育に困りを抱える人が安心して住み続けられるよう分かりやすい相談体制、早期発見･早

 期療育、切れ目のない一貫した支援を実現

・高齢者を地域で支える仕組みづくりを推進するため、要支援者等の生活援助（掃除、洗濯、ゴミ出

 し等）を行うボランティア団体等に対して補助

・川東、木山小学校において、学校給食共同調理場化に伴い空きスペースとなった給食施設を放課後

 児童クラブ専用施設に改修

・国指定重要文化財である旧遷喬尋常小学校を100年先まで適切に保存･活用するため、「保存活用

 計画」を2カ年で策定
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（スポーツ・文化振興課） 10,752千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 0 10,752 

（生涯学習課） 5,140千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

1,580 0 1,980 1,580 

（スポーツ・文化振興課） 5,999千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 5,999 0 

・財源には、ふるさと納税を原資とする基金「馬と人との共生基金」を活用

（総合政策課） 2,000千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 0 2,000 

06 行政・地域経営の推進（ｄＸ）

（秘書広報課） 13,755千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 0 13,755 

（総務課） 4,180千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 0 4,180 

ミュージアム展示企画事業

・現代美術などの企画展示及びイベントを真庭市蒜山ミュージアムで実施

荒木山西塚古墳発掘調査事業

・荒木山西塚古墳の規模及び内容を把握するため､地域､同志社大学､市が連携して発掘調査等を実施

馬術振興事業

・馬術振興に係るイベント等を継続しつつ、馬術活動等に係る人材育成を行う団体への補助金を新設

林業・木材・木造建築教育・研究ゾーン構想推進事業

ｄＸ推進事業

・窓口関係、健康福祉部門における業務実態の調査及び分析を実施

・手続の簡素化など庁内の包括的な相談支援体制構築に向け、利用者目線で業務の再設計を実施

公文書電子化・オンライン申請調査事業

・行政手続のオンライン化に向けて､法･条例の適用手続の洗い出し及び添付書類､申請件数等を調査

・公文書を電子化して取り扱うため､電子決裁システム構築に向けた調査を実施

・林業、木材加工産業を活性化させるため、大学と連携したインターンシップの試験運用及び必要と

 なる施設、設備の検討等を実施
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（総合政策課） 9,900千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

4,950 0 0 4,950 

（産業政策課） 9,350千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

4,675 0 0 4,675 

（子育て支援課） 4,855千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

2,000 0 0 2,855 

（学校教育課） 33,329千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

3,345 23,800 3,498 2,686 

（財産活用課等） 154,481千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 116,800 25,125 12,556 

キャッシュレス・市民ポイント推進事業

・キャッシュレス化、市民ポイント導入に向けて、コンソーシアム立ち上げ支援等の準備を行う

産業プラットフォーム事業

幼児教育施設ＩＣＴ化推進事業

・保育士の負担軽減、保護者の利便性向上のため、保育業務に係るICT等を活用したシステムを導入

・令和4年度は、モデル的に園児数が100人以上の園にタブレットを導入

学びのデジタル化推進事業

・GIGAスクール運営支援センター整備、学習用アプリの導入

老朽化施設除却事業

・行政と市内事業者によるデジタルプラットフォームの構築による産業振興のため、市内事業者の

 データベースを構築

・整備されたICT環境を活用して、多様な子どもたちを誰一人取り残すことなく「適正に個別最適

 化」された教育を実現するための支援体制を確立

・老朽化し、当初の設置目的を果たした公共施設について、速やかに除却することで公共施設の保有

 コストを低減
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令和４年度当初予算 一般会計債務負担行為説明

（単位：千円）

事項 期間 限度額

岡山県信用保証協会に

対する損失補償

令和 4年度～

令和 13 年度

岡山県信用保証協会が真庭市商工業融

資制度に基づき中小企業者に対して保

証した融資に係る代位弁済額のうち、

株式会社日本政策金融公庫から補てん

される額を差し引いた額の 2分の 1

(中小企業庁が定める責任共有制度要

綱における負担金方式を選択した金融

機関が行った責任共有制度対象融資に

あっては、5分の 4を乗じた金額の 2

分の 1)以内の額

【債務負担行為設定の理由】

真庭市商工業融資制度規程に基づき債務の保証に係る損失補償を行うにあた

り、事業実施期間が複数年に渡る契約を締結するため。

事項 期間 限度額

バイオ液肥濃縮施設整備事業
令和 4年度～

令和 6年度
1,381,831

【債務負担行為設定の理由】

資源循環の普及にあたり、農業へのバイオ液肥活用のため、バイオ液肥濃縮施

設を複数年に渡って整備する契約を締結するため。

事項 期間 限度額

地域エネルギー100％のまちづくり推進事業
令和 4年度～

令和 5年度
11,000

【債務負担行為設定の理由】

エネルギー政策の推進にあたり、民間企業から再生可能エネルギーに関する専門

的ノウハウや知見を持つ社員を複数年に渡って招へいする契約を締結するため｡

事項 期間 限度額

旧遷喬尋常小学校校舎整備・活用事業
令和 4年度～

令和 5年度
19,426

【債務負担行為設定の理由】

旧遷喬尋常小学校校舎の保存活用計画作成にあたり、事業実施期間が複数年に

渡る契約を締結するため。
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　 市町村交付金（社会保障財源化分）　

社会福祉事業

障害者福祉事業

高齢者福祉事業

児童福祉事業

生活保護事業

国民健康保険事業

介護保険事業

後期高齢者医療事業

保健衛生事業

予防事業

健康増進事業

令和４年度地方消費税交付金(社会保障財源化分）の社会保障施策に要する経費

１　歳入

518,300 千円

２　歳出 (単位：千円）

財源内訳

一般財源

290,179 28,478 16,096 245,605

1,317,396 914,107 24,805 378,484

1,018,966 54,138 59,343 905,485

3,167,314 1,142,175 124,559 1,900,580

529,240 371,082 9,728 148,430

5,186,043 4,352,793 51,250 782,000

6,420,731 4,139,533 140,308 2,140,890

829,667 294,095 32,941 502,631

803,945 26,221 47,835 729,889

405,786 247,757 9,720 148,309

33,412 5,534 1,715 26,163

合計 20,002,679 11,575,913 518,300 7,908,466

事業名 事業費
特定財源 社会保障財源化分の

地方消費税交付金 その他

社
会
福
祉

社
会
保
険

保
健
衛
生

-27-


